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1. 序　　フランク・ロイド・ライトの住宅作品の内壁お
よび天井面に用いられている木製のライン ( 以下、トリ
ムライン 1)) が、室の分節と連続において重要な要素であ
ることを、筆者は先行研究 2) において明らかにした。ラ
イトの愛弟子であり大きな影響を受けた遠藤新の住宅に
おいてもトリムラインが用いられているが、トリムライ
ンおよび室の形状に関してライトのものとは異なる表現
がみられ、それらとの比較からライトによる室内空間の
分節・統合に関する意匠的修辞の独自性を見出すことが
できると考えられる。そこで本研究では、先行研究の成
果を踏まえ、ライトのプレーリー・ハウス 21 件 29 室お
よび遠藤の住宅作品 4件11室を対象に 3)（表1）、写真
や図面を用いて、内壁および天井面におけるトリムライ
ンと室の形状による室内空間の分節と統合を検討するこ
とで、遠藤との比較からみたライトの室内意匠の修辞の
一端を明らかにすることを目的とする。
2.室の形状にみる特徴　　室の内壁および天井面のトリ
ムラインの構成を検討するために、まずは室の形状につ
いて整理する。室のボリュームを主空間および副空間の
組合せによって捉え、さらに、図 2 左部のように主空間
を平・断面形状を矩形、凹凸有り、非矩形に分類し、ま
た、副空間の主空間に対する配置を、主空間外に隣接す
る付加型、主空間内に内包される内在型、主空間と空間
や天井面・壁面を一部共有する交錯型に大別した。主空
間の断面形状に関しては、非矩形の室が遠藤では全くみ
られなかったのに対し、ライトでは約 4 割 (11/29) みら
れた。また、主空間の平面形状と副空間の配置の組合せ
をみると（図 2 右部）、遠藤では主空間のみかつ矩形の
室が最も多く約 4 割 (4/11) みられた一方、ライトでは
約 2 割 (5/29) と少ない。
3. 展開図を用いたトリムラインのパタン
3. 1 トリムラインの分類
　全 40 室資料に対して写真資料と平面図を用いて、ト
リムラインの位置と、天井面・壁面で開口部や家具が配
置されてトリムラインが現れ得ない部分の位置を示した
展開図を作成し、分析する。はじめに、トリムラインの

表 1. 対象作品リスト
住宅番号 竣工年 住宅名 対象室名

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
W

W1 1900 B. Harley Bradley House L: W1-1, D: W1-2
W2 1901 Frank Henderson House L: W2-1, D: W2-2
W3 1901 Ward W. Willits House D: W3
W4 1902 Susan Lawrence Dana House B: W4-1, D: W4-2, G: W4-3
W5 1902 Arthur Heurtley House D: W5-1, L: W5-2
W6 1903 George Barton House D/L/Lb: W6
W7 1904 Burton J. Westcott House D/L/R: W7
W8 1904 Darwin D. Martin House D/L/Lb: W8-1, R: W8-2
W9 1904 F.F. Tomek House L: W9
W10 1905 Thomas P.Hardy House L: W10
W11 1905 W.A. Glasner House L: W11
W12 1906 Frederick C. Robie House L/D: W12
W13 1906  K. C. DeRhodes House L/D: W13
W14 1906 George Madison Millard House L: W14
W15 1907 Avery Coonley House L: W15-1, D: W15-2
W16 1907 Stephen M.B. Hunt House L: W16
W17 1908 E.E. Boynton House D: W17
W18 1908 Meyer May House L: W18-1, D: W18-2
W19 1909 Frank J. Baker House L: W19
W20 1909 Kibben Ingalls House L: W20
W21 1912 Francis W. Little House L: W21

遠
藤
新
E

E1 1924 萩原庫吉邸 L: E1-1, Lb: E1-2, B: E1-3
E2 1925 近藤賢二別邸 L/D: E2-1, T1: E2-2, T2: E2-3
E3 1927 加地利夫別邸 L: E3-1, Bi: E3-2, D: E3-3
E4 1931 小塩完治邸 L: E4-1, T: E4-2
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図 1. 分析例

W1-1

XS

YS ZC

ZC’

ZC

ZF

ZF

ZC’

ZF

ZF

ZC ZC

２章 3章

4章

写真資料

Z3

ZC

ZC’
ZC’

ZCZC ZC

ZF

ZF ZF

Z1

Z2

XS XEX3X4 X6X7X8X2X1

X'S X'1 X'2 X'E X”SX”1X”2X”EYS
Y1

Y2

Y3
Y4

YE

Y'S
Y'1
Y'2
Y'3
Y'E

X5

ZF

トリムライン展開図
(S=1:400)XS

YS ZC

ZC’

ZC

ZF

ZF

ZC’

ZF

ZF

ZC ZC

ZC

ZF

ZC

ZC’ ZC’

ZC

ZF

ZF ZF

ZF

XS

X'S X''SYS

（トリムラインのパタン：b, g, i） （トリムラインのパタン：b, g, i）

（トリムラインのパタン：B ,C ,I’）
主空間

分節・統合のパタン

室の分類：ウ

副空間 1 副空間 2

同一壁面輪郭線の繋がり

家具等で隠れる壁面部分
副空間
（付加型）

副空間
（付加型）

主空間
（平面：矩形
断面：凸有り）

開口部分

面輪郭線
参照線

トリムライン

凡例

同一壁面輪郭線の繋がり

家具等で隠れる壁面部分
開口部分
面輪郭線
軸方向参照線
トリムライン

凡例

x y
z

(   )
(  )



位置を把握するため、図 1 の凡例のように室の形状に対
し XYZ 軸方向を与えた。まず、隣接する面同士のトリ
ムラインの接続関係について検討するため、天井面・壁
面の境界（以下、面輪郭線 ) の上にトリムラインが配置
されているか否かを縦軸に、トリムラインの両端部のう
ち面輪郭線に達する点の数を横軸にトリムラインを分類
し、さらにそれらの水平・垂直について 12 種類に区別
した（図 3）。この分類および 2 章で定義した室の形状に
基づき、主空間と副空間によって構成される、天井面を
中心としたトリムライン展開図を図1のように作成した。
3. 2 展開図からみたトリムライン構成
　室の形状に対するトリムラインの特徴を、前章で作成
したトリムライン展開図を用いて検討する。XYZ軸の方
向性に基づきトリムラインの位置を捉えるため、各方向
の同一高さ上の線を軸方向参照線と設定し、これをもと
にトリムラインの位置を大きく捉えた。次に、トリムラ
インの分類、2 面以上の越境の有無、反復や面内完結等
のまとまりなどに着目し、16 の特徴的なトリムラインの
パタンを捉えた（図 4）。さらに、主空間・副空間それぞ
れに対するこのパタンの組合せにより、分析対象とした
全ての室の特徴を整理し、図 1 のようにトリムラインの
パタンによる簡易展開図として表現した。Z 軸方向参照
線上のパタンはいずれもライトと遠藤の双方に多くみら
れ、特に遠藤は一部の面にトリムラインがある A'、B'、
C' が多くみられた。また、XY 軸方向参照線上のパタン
は、ライトの室ではいずれもみられる場合が多いが、遠
藤の室ではほとんどみられなかった。
4. トリムラインからみる室の分節と統合
4. 1 トリムラインによる室内空間の分節と統合パタン
　本節では、トリムラインによる室内空間の分節・統合
の表現を検討する。例えば、図 1 のアイソメトリック図
で示すように、主空間の天井面輪郭線を一周するトリム
ラインは、主空間の凹凸部分を統合するとともに、天井
面とボリュームを分節しているといえる。さらに主空間
と副空間の面境界線上に一周しているトリムラインは、
これらの空間を分節しているといえる。そこで本節では、
トリムラインによる室内空間の分節・統合を検討する。室
のボリュームや面とトリムラインの配置の関係性につい
て、トリムラインのパタンの組合せと室の形状の関係か
ら、①〜⑭の分節・統合のパタンを見出した。なお、C
を有する室は、室の形状によって①、④、⑥のいずれに
もなりうるように、一つのトリムラインのパタンからは

図4. 展開図上トリムラインのパタン 
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図 3. トリムラインの分類

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

ⅰ ⅱ ⅲ

トリムラインの端部 2点のうち面輪郭線に達する点の数

ト
リ
ム
ラ
イ
ン
の
位
置

面
輪
郭
線
上

面
輪
郭
線
外

Iz Ix/Iy Ⅱx/Ⅱy Ⅲx/ⅢyⅡz Ⅲz

ⅰz ⅱzⅰx/ⅰy ⅱx/ⅱy ⅲz ⅲx/ⅲy

2 1 0

付加型 内在型 交錯型 W：5
E：4

W:13/29
E:6/11

W:9/29 E:3/11 W:5/29 E:1/11 W:3/29 E:1/11

W:平16,断13/29
E:平7,断5/11

W:平0,断 11/29
E:平0,断0/11

W:平13,断5/29
E:平4,断6/11

8/29
3/11

16/29
7/11

13/29
4/11

5/29
1/11

3/29
1/11

5
2

4
1

2
0

1
0

1
1

3
1

8
2

矩形 凹凸有り 非矩形

図 2. 主空間の平断面形状および副空間の配置パタンの組合せ ( 件数 )

交内付主・副空間
の関係

主空間の
平面形状

主のみ

矩
形

凹
凸

    
有
り

主
空
間
の

平
断
面
形
状

副
空
間
の

配
置
パ
タ
ン

壁面

トリム
ライン

ボリューム間 ボリュームと面

ZF上 Iz ZC 上 Iz ⅰz を含む
Z軸方向参照線上

反復有り I/Ⅱ/Ⅲ/ⅰを含まない3面越境同一高さのⅡx/Ⅱy

XY 軸および
Z軸方向参照線上

一
面
内
に
有
り

面
内
完
結

全
面
に
有
り

全
面
に
有
り

全
面
に
有
り

全
面
に
有
り

〈VS〉

⑨

⑧⑧⑧

⑥ ,C’と

統
合

W:9,E:0

W:18,E:3

トリムラインの
パタン

W:9,E:4

水平方向を強調〈HI〉

A,B,CA,B,CA,B,C①① トリムラインの ⑥

分
節 ⑦分
節 ⑦
ＳＳ

〈VS〉〈VS〉〈VS〉〈VS〉
⑩⑩⑩’,C’’,C’’,C’

⑪W:29,E:4 ⑪

⑫W:14,E:0 ⑫

〈VI〉〈VI〉〈VI〉



複数の分節・統合のパタンを表現しうる。次に、分節・
統合の対象および水平・垂直方向を横軸に、分節と統合
の性質を縦軸にとり、水平・垂直方向にそれぞれボリュー
ムを分節・統合する〈HS〉、〈HI〉、〈VS〉、〈VI〉と、天
井面・壁面とボリュームをそれぞれ分節・統合する

〈CS〉、〈CI〉、〈WS〉の 7 つに分類した（図５）。これに
より、〈HI〉のボリュームの水平方向を強調する〈HI〉、

〈VS〉と、垂直方向を強調する〈VI〉、〈HS〉という対照
的なまとまりを得た。
4. 2 トリムラインを用いた室内意匠の比較
　これまで検討した室の形状と室ごとのトリムラインの
パタンの組合せをまとめ、さらに分節・統合のパタンの
組合せから、トリムラインを用いた室内意匠のパタンア
〜ケを位置づけた（図 6）。アは〈HS〉、〈HI〉、〈VS〉、

〈VI〉の全てを持つ。イ〜エは〈HS〉、〈HI〉、〈VS〉に
該当し、それぞれ〈CI〉、〈CS〉の有無によって分類し
た。オ、カは〈HI〉、〈VS〉に該当し、それぞれ〈CI〉、

〈CS〉を持つ。キは〈HS〉、〈VS〉を、クは〈HS〉のみ
を、ケは〈HS〉、〈HI〉、〈VS〉、〈VI〉のいずれも持たな
いものに分類した。その結果、〈HS〉、〈HI〉、〈VS〉を
併せ持つア〜エはライトの作品のみ、オ、カはライトと
遠藤の作品の混合、キ〜ケは遠藤の作品のみによって構
成され、両者に明確な差異を見出せた。また一般的な傾
向として、主空間のみで構成されたものの多くが〈HS〉
を持たないオまたはカに属すことから、一体性のあるボ
リュームの平面形状を維持するようなトリムラインの表
現といえる。また、断面形状が非矩形の室の多くがウに
集中し、その全てが〈CS〉に該当することから、勾配天
井面はボリュームから分節される傾向が高いことがわか
る。一方、断面形状が矩形のものが多いイやオは〈CI〉
に該当することから、水平天井面はボリュームと統合さ
れる傾向がみられた。
　次に、室内空間における水平方向・垂直方向を強調す
るそれぞれ〈HI〉、〈VS〉と〈VI〉、〈HS〉の有無と、天
井面の強調性に影響を与える〈CI〉、〈CS〉の有無によっ
て軸を設定し、全ての室内意匠パタンを相互に比較した
ものが図 7 である。ライトの全ての作品では〈HI〉、〈VS〉
がみられ、トリムラインによる水平方向の強調がみられ
る。特にア〜エは水平・垂直方向いずれの特徴も併せ持
つものであり、トリムラインによる室の分節と統合が複
雑なパタンであるといえる。
　一方、遠藤の作品は水平・垂直方向いずれの印象も顕

著ではないことがわかった。特に遠藤の 7 割以上が属す
る分類キ〜ケは〈HI〉、〈VS〉の特徴がみられず、さら
に〈CI〉、〈CS〉の特徴もみられなかった。また、ライ
トと遠藤のいずれにおいても〈VI〉かつ〈HS〉が有り、

〈HI〉と〈VS〉の少なくともいずれかの無い室はみられ
ず、垂直方向性のみが強い室はみられなかった。
　これらのことより、遠藤とライトの室におけるトリム
ラインの特徴を比較し考察する。まず、遠藤のトリムラ
インは、前章で確認したように天井面・壁面を越境せず、
トリムラインの端部が他のトリムラインと繋がりを持た
ない事例が多くみられることから、同一の軸方向参照線
上で一周せず、分節・統合のパタンをなさないことが多
い。これは、遠藤の作品に多くみられるように和と洋を
融合させた意匠表現のひとつとして、室の壁面に日本の
伝統的な家屋に一般的でない不規則な開口部や家具の配
置がみられ、それらに沿うようにトリムラインが配され
ていることを示しているといえる。
　一方、ライトの室にみられるトリムラインは、A、B、
C が多いことからもわかるように、途切れることなく同
一の軸方向参照線上で連続することが大半であり、さら
にそれらが造作家具や開口部の縁に沿っていることから、
ライトの室内意匠はトリムラインの配置と開口部や家具
の配置が密接に関わり合い構成されていると考えられる。
また、トリムラインによる室の分節や統合は、室の置き
家具の位置や室の複数の使い方と密接に関係しているこ
とが写真資料から読み取れ、トリムラインによる修辞的
表現が室内意匠に影響を与えていることが推察される。
5. 結　　本研究では、ライトと遠藤の住宅作品の室にお
いて、天井面・壁面のトリムラインの構成を示した展開
図やアイソメトリック図を作成した。遠藤とライトでは
トリムラインの配置の傾向に差異が認められ、遠藤にお
いては開口部や家具配置の不規則性を、ライトにおいて
は要素や空間を跨ぎながら水平性を強調するといったよ
うな、トリムラインを用いた室の分節・統合に関する修
辞的表現の特徴を明らかにした。
註
1) トリムラインとは、 参考文献ⅰ) に記述されるようにライトが ”Trim” と称したとされる室内壁面および
天井面に現れる木製のラインのことである。本稿では建具に用いられるものは含めず、壁面から備付け家
具に明らかに連続しているものは含める。
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3) ライトのプレーリー・ハウスおよび遠藤新の住宅作品の室内の写真資料から室内全ての壁面の全貌と大
まかな空間形状が把握できる室を研究対象とした。参考文献ⅰ) 〜ⅴ) の書籍および web 文献によりライ
トの住宅作品を 24 室、現地調査により撮影した写真からライトの住宅作品５室、遠藤の住宅作品 11 室を
対象作品に選定した。
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ⅰ) H. Allen Brooks: Frank Lloyd Wright and the Destruction of the Box, Journal of the Society of 
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ⅱ) Wiliam Allin Storrer 著 , 岸田省吾監訳：『フランク・ロイド・ライト全作品」, 丸善 , 2000
ⅲ) Alan Weintraub( 写真 ), Alan Hess( 著 ), Kathryn Smith( 寄稿 ): Frank Lloyd Wright Prairie Houses, 
Rizzoli New York, 2006
ⅳ) ブルース・ブルックス・ファイファー著 , 二川幸夫訳 : GA TRAVELER 004 プレーリーハウス Frank 
Lloyd Wright Prairie House, ADA, 2002.09
ⅴ) Carla Lind: The Wright Style, Simon & Schuster, 1992



図 6. ライトおよび遠藤の各住宅の室の形状およびトリムラインの構成と分類
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W12 Frederick C. Robie House

W17 E.E. Boynton House

E4-1 小塩完治邸

※ 副空間における展開図のトリムラインパタンはアルファベット小文字で表す。
該当する A, B, C, F, I に対し、それぞれ A', B', C', F', I' が該当する 該当しない部分的に該当する凡例・註

〈HS〉 〈HI〉 〈CI〉〈VS〉 〈WS〉〈VI〉〈CS〉

1/500
カ

1/1000
ウ 1/1000

オ

1/500
カ1/1000

ウ

1/1000
オ

ア
1/1000

イ
1/1000

エ
1/500

キ
1/500

ア
1/1000

イ
1/1000

エ
1/500

キ
1/500

ク
1/500

ク
1/500

キ
イ

オ

ア

エ ウ

カ ケ

ク

W21

W4-3

W7

E3-3

E2-3

E1-1W12

E4-1

ク

キ

カ

オ

エ

ウ

イ

ア

W21

W4-3

W7

E3-3

E2-3

E1-1W12

E4-1

W21

W4-3

W7

E3-3 E2-3

E1-1

W12

E4-1

水平方向の印象が強い
垂
直
方
向
の
印
象
が
強
い

HIまたは VSHI かつ VS HI・VS なし
か
つ

VI

ま
た
は

VI

・
　
な
し

VI

HS

HS
HSのあるなし

VSのあるなし

HI・CSのあるなしHSのあるなし
CS,CI のあるなし

HSのあるなし

CSのあるなし

VI のあるなし

HS

遠藤の住宅作品

HI
VI
HS
VS

HI
HS
VS
CS

HI
HS
VS

HI
VS
CS

HI
VS
CI

HS△
VS△

HS

HI
VI
HS
VS

HI
HS
VS
CS

HI
HS
VS

HI
VS
CS

HI
VS
CI

HS△
VS△

HS

HI
VI
HS
VS

HI
HS
VS
CS

HI
HS
VS

HI
VS
CSHI

VS
CI

HS△
VS△

HS

W21

W17 W4-3

W7

E3-3 E2-3

E1-1

W12

E4-1

水平方向を強調する

天井面を強調する

垂
直
方
向
を
強
調
す
る

HIまたはVS有り
HI・VSによるボリュームの分節・統合

天井面の分節・統合

HI かつ VS有り

CI 有り CS有り CI・CS無しCI・CS無し

HI・VS無し

か
つ
　
有
り

VI

ま
た
は
　
有
り

VI

・
　
無
し

VI

・
　
に
よ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
分
節
・
統
合

HS
VI
HS

HS
＋HS

＋VI

＋HS＋HS
＋VS

＋HI
＋CS＋CS

＋CI

HS
遠藤の住宅作品

ライトの
プレーリー・ハウス HI,VI,HS,VS

HI,HS,VS HI,HS,VS,CS

HI,VS,CS

HS,VS HS

パタンなし

HI,HS,VS

HI,VS,CI

アイソメトリック図の縮尺
ア～オ
0 2m 0 2m

カ～ケ

図 7. 遠藤との比較からみたライトのトリムラインを用いた室の分節と統合 
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